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　「ダムの働き」について解説した動

画を作成しました。この動画は、昨年

公開した「異常洪水時防災操作」や

「事前放流操作」について紹介した

『ダムの防災操作』の動画の前提と

なるものです。ダムによる洪水調節

の仕組みの基本をわかりやすく説明

しています。また、実際の例として、令

和２年７月豪雨の際の寺内ダム（福

岡県）の防災操作の効果を紹介して

います。

　本動画をご覧になった後に昨年

公開の動画をご覧いただくと、より内

容をご理解いただけると思います。

洪水時のダムの働き
～ダムの防災操作～

昨年公開した
『ダムの防災操作』

洪水時のダムの働き
～ダムの防災操作～
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２
０
２
１
ミ
ス
日
本
「
水
の
天
使
」
の
嶺

百
花
で
す
。

　
私
自
身
、「
水
の
天
使
」
と
い
う
役
職
に
つ

く
ま
で
、
実
は
水
業
界
に
つ
い
て
改
め
て
考

え
る
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

思
い
返
す
と
様
々
な
場
面
で
お
世
話
に
な
っ

て
い
た
ん
で
す
！

　
例
え
ば
中
高
時
代
。

　
六
年
間
チ
ア
部
に
所
属
し
、
現
在
も
体
育

会
ゴ
ル
フ
部
に
所
属
す
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ

と
隣
り
合
わ
せ
の
生
活
を
送
っ
て
き
た
私
に

と
っ
て
、
水
は
、
部
活
後
の
疲
れ
た
体
を
癒

し
て
く
れ
る
大
切
な
存
在
で
し
た
。
チ
ア
部

の
体
育
館
の
横
に
は
二
つ
の
給
水
器
が
あ
り
、

部
員
五
十
二
名
が
部
活
の
終
了
を
告
げ
る
、

キ
ャ
プ
テ
ン
か
ら
の「
こ
れ
で
終
わ
り
ま
す
」

の
一
言
を
皮
切
り
に
、
一
斉
に
そ
の
給
水
器

に
向
か
っ
て
走
り
ま
す
。
”練
習
が
も
う
終
わ

り
そ
う
か
な
？”

と
雰
囲
気
を
察
知
し
た
部

員
が
、
体
の
重
心
は
残
し
た
ま
ま
片
足
を
ド

ア
の
方
向
に
向
け
、
気
づ
け
ば
給
水
器
の
前

に
は
長
蛇
の
列
。
”ま
だ
か
、
ま
だ
か”

と
長

い
列
を
待
っ
た
末
に
口
に
し
た
水
を
飲
ん
だ

際
の
爽
快
感
が
た
ま
り
ま
せ
ん
。
空
気
が
こ

も
っ
た
体
育
館
の
中
で
肩
と
肩
が
触
れ
合
う

ほ
ど
の
距
離
で
踊
り
続
け
る
こ
と
で
砂
漠
の

よ
う
に
干
上
が
っ
た
体
を
潤
す
、
ま
る
で
オ

ア
シ
ス
の
よ
う
な
存
在
で
し
た
。

　
そ
し
て
最
近
の
趣
味
に
も
「
水
」
は
繋
が
っ

て
き
ま
す
。
先
日
、
神
奈
川
県
、
平
塚
の
庄

三
郎
丸
と
い
う
船
で
釣
り
に
行
っ
て
き
ま
し

た
！
サ
バ
十
二
匹
・
ア
ジ
十
六
匹
の
入
れ
食

い
状
態
の
大
漁
で
、
塩
焼
き
に
し
て
家
族
で

沢
山
海
の
恵
み
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新
鮮

な
魚
が
育
て
る
よ
う
な
綺
麗
な
海
が
整
備
さ

れ
て
い
る
の
も
、
水
業
界
の
方
々
の
お
陰
で

す
。
身
近
な
趣
味
か
ら
皆
様
の
あ
り
が
た
さ

を
実
感
致
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、自
分
の
気
づ
か
な
い
様
々
な

場
面
で「
水
」に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。皆
さ
ん

も
、
も
し
お
時
間
が
あ
っ
た
ら
、
自
分
自
身
の

人
生
を
一
度
振
り
返
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。思

わ
ぬ
場
所
で
水
業
界
の
皆
様
の
あ
り
が
た
さ

を
実
感
出
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　水
の
広
報
官
と
し
て
、
自
然
の
恵
み
で
あ
る
水
循
環
と
豊
か
で
清
廉
な

水
を
守
る
人
々
の
心
と
技
に
触
れ
、培
っ
た
知
識
と
体
験
を
広
く
伝
え
て
、

水
に
対
す
る
人
々
の
意
識
を
高
め
る
活
動
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　水
の
広
報
官
と
し
て
、
自
然
の
恵
み
で
あ
る
水
循
環
と
豊
か
で
清
廉
な

水
を
守
る
人
々
の
心
と
技
に
触
れ
、培
っ
た
知
識
と
体
験
を
広
く
伝
え
て
、

水
に
対
す
る
人
々
の
意
識
を
高
め
る
活
動
を
担
っ
て
い
ま
す
。

趣味の釣り

平塚で20匹ほど釣りました！

ミス日本2021水の天使としての活動中の一枚

2021ミス日本 「水の天使」2021ミス日本 「水の天使」
みねみね もも  かもも  か

嶺　百花嶺　百花

右岸：千葉県香取郡東庄町
左岸：茨城県神栖市

3 ● 水とともに　水がささえる豊かな社会



　
群
馬
県
の
大
水
上
山
を
水
源
と
し
、

関
東
平
野
の
四
県
を
流
れ
て
太
平
洋

へ
と
注
ぐ
利
根
川
は
、
日
本
最
大
の

流
域
面
積
を
も
つ
大
河
川
で
す
。
昭

和
三
十
年
代
か
ら
首
都
圏
の
水
需
要

が
急
激
に
増
加
す
る
一
方
で
、
渇
水

が
頻
発
し
、
利
根
川
で
は
流
量
が
減

少
し
た
川
に
塩
水
が
河
口
か
ら
約
五

十
キ
ロ
ま
で
逆
流
し
、
農
作
物
が
被

害
を
受
け
る
と
と
も
に
、
水
道
用
水

な
ど
の
生
活
用
水
も
利
用
で
き
な
く

な
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
状
況
の
中
、
渇
水
や
塩
害
、
さ

ら
に
は
増
加
す
る
水
需
要
に
対
応
す

る
た
め
河
口
堰
建
設
の
機
運
が
高
ま

り
、
利
根
川
河
口
か
ら
上
流
に
約
十

八
キ
ロ
遡
っ
た
地
点
で
、
昭
和
四
十

年
十
一
月
か
ら
利
根
川
河
口
堰
の
本

体
工
事
に
着
手
、
六
年
の
歳
月
を
経

て
完
成
、
昭
和
四
十
六
年
四
月
か
ら

管
理
を
開
始
し
、
令
和
三
年
四
月
で

管
理
開
始
五
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
そ
の
間
、
利
根
川
河
口
堰
は
利
根

川
下
流
部
の
塩
害
の
防
除
を
は
か
る

と
と
も
に
、
上
流
側
の
水
位
を
安
定

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
都
市
用
水
を

東
京
都
、
千
葉
県
、
埼
玉
県
、
銚
子

市
へ
、
ま
た
、
千
葉
県
の
北
総
東
部

地
区
の
農
地
に
、
農
業
用
水
を
供
給

し
て
き
ま
し
た
。
五
十
年
の
間
に
お

い
て
は
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

の
よ
う
な
大
き
な
地
震
も
あ
り
ま
し

た
が
、
河
口
堰
は
そ
の
機
能
を
損
な

う
こ
と
な
く
役
割
を
果
た
し
て
き
ま

し
た
。
次
の
五
十
年
も
引
き
続
き
、

河
口
堰
が
担
う
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
き
ま
す
。

　
坂
東
太
郎
と
呼
ば
れ
た
利
根
川
に
河

口
堰
が
建
設
さ
れ
、
管
理
開
始
五
十
周

年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
、
心
か
ら
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
時
完
成
し
た
河
口
堰
は
国
内
最
大

規
模
を
誇
り
、
東
洋
一
と
謳
わ
れ
ま
し

た
。河
川
技
術
の
粋
が
尽
く
さ
れ
、地
元

東
庄
町
と
し
て
も
誇
ら
し
い
限
り
で
あ

り
ま
し
た
。完
成
に
よ
り
、利
根
川
下
流

地
域
一
帯
の
塩
害
が
防
止
さ
れ
、
都
市

用
水
・
農
業
用
水
が
確
保
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
用
水
と
し
て
は
、
河
口
堰
上
流
の

黒
部
川
か
ら
大
利
根
用
水
に
よ
り
水
を

引
き
、町
の
農
地
だ
け
で
な
く
、旭
市
・

匝
瑳
市
・
横
芝
光
町
ま
で
遠
く
離
れ
た

広
大
な
平
野
、
約
七
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

潤
す
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
堰
の
管
理
橋
と
し
て
県
道
橋

が
架
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
千
葉
と

茨
城
両
県
を
結
ぶ
大
動
脈
と
な
り
、
周

辺
地
域
を
大
い
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。東
庄
町
も
昭
和
四
十
年

代
に
著
し
く
人
口
が
増
加
し
て
お
り
、

こ
れ
は
、
茨
城
県
の
工
業
地
帯
で
働
く

人
の
多
く
が
家
族
連
れ
で
東
庄
町
に
居

住
し
て
き
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。現
在

は
少
子
高
齢
化
の
影
響
で
人
口
が
減
少

し
て
い
ま
す
が
、
町
の
工
業
団
地
か
ら

河
口
堰
を
渡
る
北
ル
ー
ト
と
呼
ば
れ
る

道
路
建
設
も
進
ん
で
お
り
、
人
や
物
資

の
交
流
循
環
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の

と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
利
根
川
河
口
堰
は
、
常
陸
利
根
川
・

利
根
川
・
黒
部
川
の
流
れ
が
一
つ
に
な

る
場
所
に
位
置
し
て
お
り
、
景
観
も
見

事
で
あ
り
ま
す
。ま
た
葦
の
茂
る
広
大

な
河
川
敷
は
、
全
国
で
も
限
ら
れ
た
コ

ジ
ュ
リ
ン
の
生
息
地
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。ス
ズ
メ
よ
り
少
し
大
き
い
位
の
鳥

で
、雄
は
頭
が
黒
く
、美
し
い
鳴
き
声
が

特
徴
で
す
。声
は
聞
こ
え
ど
姿
は
見
え

ず
で
す
が
、身
近
な
鳥
と
し
て
定
着
し
、

町
の
鳥
に
も
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。国

の
事
業
と
し
て
、
利
根
川
の
生
態
系
を

守
る
た
め
、
河
口
堰
建
設
当
初
か
ら
魚

道
な
ど
も
整
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
も
遊
水
池
の
適
正
管
理
や
地
域
に

沿
っ
た
多
様
な
水
際
再
生
な
ど
、
数
多

く
の
事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。未
来

に
向
け
て
、
人
と
多
様
な
生
き
物
が
共

存
で
き
る
環
境
を
目
指
す
姿
勢
に
、
大

変
期
待
を
し
て
お
り
ま
す
。こ
れ
か
ら

も
、
コ
ジ
ュ
リ
ン
の
棲
む
利
根
川
河
川

敷
を
共
に
守
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
東
庄
町
で
も
、
川
や
河
川
敷
を
活
用

し
た
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。河
川

敷
に
整
備
し
た「
コ
ジ
ュ
リ
ン
公
園
」で

は
、コ
ジ
ュ
リ
ン
を
は
じ
め
と
し
た
、野

鳥
の
観
察
会
を
開
催
し
ま
し
た
。ま
た
、

ま
っ
す
ぐ
に
伸
び
る
堤
防
を
活
用
し
、

マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
開
催
し
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。参
加
者
は
走
り
や
す
い
直
線

コ
ー
ス
に
、
好
記
録
を
狙
っ
て
力
走
を

見
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。そ
し
て
、

折
々
の
記
念
行
事
と
し
て
花
火
大
会
も

企
画
し
、
夜
の
川
面
に
大
輪
の
花
を
咲

か
せ
ま
し
た
。今
後
も
、町
民
が
河
川
と

親
し
め
る
企
画
を
し
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
河
口
堰
の
安
全
な
管
理

に
努
め
て
い
た
だ
き
、自
然
と
共
存
し
、

地
域
の
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
飾
っ
て
い
る
植
物
は
、オ

オ
ム
ラ
サ
キ
ツ
ツ
ジ（
中
央

下
部
の
花
）と
セ
ン
リ
ョ
ウ

（
赤
い
実
の
あ
る
植
物
）。

　
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
ツ
ツ
ジ

は
東
庄
町
の
花
、セ
ン

リ
ョ
ウ
は
神
栖
市
の
花
を

モ
チ
ー
フ
と
し
て
い
ま
す
。

　
利
根
川
河
口
堰
五
十
周
年
記
念
ダ
ム
カ
ー
ド

の
配
布
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

夢
の
懸
け
橋

〜
利
根
川
河
口
堰
管
理
開
始
五
十
周
年
を
迎
え
て

東
庄
町
長

　岩
田

　利
雄

利
根
川
河
口
堰
五
十
周
年

〜
今
昔
物
語
〜

特
集

利根川河口堰

利根川下流
総合管理所

利根川河口堰 50周年記念ダムカード
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利
根
川
河
口
堰

今
昔
写
真
集第四ブロック下流からの全景

閘室内から上流を望む

閘門の全景

七・八号制水・調節ゲート（上流側）
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で
あ
り
儒
学
者
で
も
あ
る
。
そ
の
生
涯
は
、

灌か
ん

漑が
い

、
築
港
、
社
会
・
風
教
改
革
、
各
種
産

業
の
奨
励
な
ど
を
率
先
垂
範
し
た
不
世
出

の
経
世
家
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。

　

兼
山
は
、
元
和
元
年（
一
六
一
五
）播
州

姫
路
に
生
ま
れ
る
。
祖
父
野
中
良
平
の
妻
は

藩
主
山
内
一
豊
の
妹
合ご

う

で
、
父
良
明
は
五
千

石
を
領
し
て
い
た
。
藩
主
山
内
一
豊
は
、
良

明
に
対
し
て
幡
多
郡
中
村
二
万
九
千
石
を

与
え
る
と
約
束
し
て
い
た
。
が
、
一
豊
の
死

後
に
反
故
に
さ
れ
た
た
め
に
浪
人
と
な
っ

て
い
た
。
兼
山
の
母
は
大
阪
の
商
家
の
娘

で
、
父
の
死
後
、
兼
山
は
母
と
と
も
に
土
佐

に
帰
っ
た
。

　

十
三
歳
の
時
、
土
佐
藩
家
臣
小
倉
少
介
に

見
込
ま
れ
て
、
父
の
従
兄
弟
で
奉
行
職
の
野

中
直
継
の
娘
市い

ち

の
入
婿
と
な
っ
た
。
十
五
歳

で
元
服
し
、
寛
永
十
三
年（
一
六
三
六
）養

父
の
直
継
が
病
死
す
る
と
野
中
家
を
継
い

で
奉
行
に
な
っ
た
。
藩
主
山
内
忠
義
は
、
兼

山
の
才
覚
に
目
を
付
け
、
藩
政
改
革
を
命
じ

不
世
出
の
経
世
家
、
野
中
兼
山

精
魂
込
め
て
生
み
出
し
た
芸
術

　

土
佐
国（
現
高
知
県
）が
生
ん
だ
偉
大
な

〈
水
の
技
術
者
〉
野
中
兼
山（
一
六
一
五
―

一
六
六
四
）を
論
じ
る
と
き
、
忘
れ
ら
れ
な

い
文
学
作
品
が
あ
る
。『
婉え

ん

と
い
う
女
』（
大

原
冨
枝
）
で
あ
る
。
兼
山
が
失
脚
し
た
際
、

一
族
全
員
が
絶
え
る
ま
で
僻
地
に
幽
閉
さ

れ
た
。
幽
閉
さ
れ
た
子
女
婉（
兼
山
四
女
）

は
同
書
で
父
兼
山
の
業
績
を
次
の
よ
う
に

語
っ
て
い
る
。

田
堰
よ
り
野
市
上
井
川
運
河
開
削
。
正
保
元

年（
三
十
歳
）
鏡
野
、
野
市
原
野
開
拓
。
翌

年
上
井
川
運
河
完
成
。
慶
安
元
年
に
は
仁
淀

川
に
八
田
堰
、
弘ひ

ろ

岡お
か
の
い井
着
手
。
以
下
、
寛
文

元
年（
四
十
九
歳
）
失
脚
ま
で
、
運
河
、
疎

水（
用
水
路
）三
十
流
、
三
十
余
里（
一
里
は

四
キ
ロ
）、
堤
防
。
港
湾
、
井
堰
水
門
、
排
水

溝
と
息
つ
く
暇
も
な
く
続
け
ら
れ
て
い
る
。

荒
れ
た
山
野
は
河
川
を
中
心
に
整
備
さ
れ
、

父
上
は
自
分
の
作
り
出
し
た
国
土
の
美
と

豊
饒
さ
に
感
動
し
た
。
父
上
に
と
っ
て
そ
れ

は
一
つ
の
理
想
の
具
現
で
あ
り
、
精
魂
込
め

て
生
み
出
し
た
芸
術
で
さ
え
あ
っ
た
」

地じ

方か
た

巧こ
う

者し
ゃ（
土
木
技
術
者
）兼
山
が
鍬
を

入
れ
汗
を
落
と
さ
な
か
っ
た
土
佐
の
大
地

は
な
い
、
と
さ
れ
る
。
五
十
歳
に
満
た
な
い

人
生
で
、
こ
れ
だ
け
の
土
木
事
業
を
成
功
さ

せ
た
人
物
を
他
に
見
出
せ
る
だ
ろ
う
か
。

経
世
家
兼
山
の
偉
大
な
功
績

　

兼
山
は
、
江
戸
時
代
初
期
の
土
佐
藩
家
老

　
「
父
上
の（
兼
山
の
）
土
木
事
業
の
覚
書

が
あ
る
。
寛
永
十
五
年（
二
十
四
歳
）吉
野

川
支
流
森
川
に
宮
古
野
井
堰
着
手
。
寛
永

十
六
年（
二
十
五
歳
）物
部
川
山
田
堰
中
井

川
開
掘
。
寛
永
十
七
年（
二
十
六
歳
）室
津

港
を
開
築
。
寛
永
十
八
年（
二
十
七
歳
）山 野中兼山像（高知県長岡郡）

江
戸
期
の

江
戸
期
の

水
の
技
術
者

水
の
技
術
者群

像
群
像

連載 第2回
二人の家老：
土佐藩  野中兼山、
佐賀藩  成富兵庫　

の  なか けん ざん

なり  とみ ひょうご

作家　高崎　哲郎

江戸城錦絵（国立歴史民俗博物館蔵）

　
「
父
上
の（
兼
山
の
）
土
木
事
業
の
覚
書

が
あ
る
。
寛
永
十
五
年（
二
十
四
歳
）吉
野

川
支
流
森
川
に
宮
古
野
井
堰
着
手
。
寛
永

十
六
年（
二
十
五
歳
）物
部
川
山
田
堰
中
井

川
開
掘
。
寛
永
十
七
年（
二
十
六
歳
）室
津

港
を
開
築
。
寛
永
十
八
年（
二
十
七
歳
）山
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る
こ
と
に
な
る
。
兼
山
は「
国
づ
く
り
」
の
先

頭
に
立
つ
こ
と
に
な
る
。

　

兼
山
は
、
藩
の
経
済
的
基
盤
を
整
備
し
殖
産

興
業
を
進
め
る
た
め
、
土
佐
地
域
の
総
合
的
な

開
発
事
業
に
取
り
組
ん
だ
。
物
部
川
の
山
田

堰
、
仁に

淀よ
ど

川が
わ

の
八
田
堰
、
鎌
田
堰
等
を
造
成
し

て
水
路
を
開
削
し
、
新
田
開
発
を
行
な
っ
た
。

そ
の
拠
点
と
し
て
後ご

免め
ん

、
土
佐
山
田
、
野
市
、

新
川
等
の
新
た
な
町
を
造
成
し
た
。
運
河
開
削

と
一
体
と
な
っ
た
手て

結い

港
、
津
呂
港
、
室
津
港

の
築
港
事
業
も
手
掛
け
、
陸
路
と
連
関
し
た
海

上
交
通
路
の
整
備
を
進
め
て
、
藩
内
製
品
の
諸

国
で
の
販
売
を
広
め
た
。

　

河
川
の
堤

防
造
成
は
じ

め
、
平
野
部

の
開
拓
に
よ

り
米
の
増
産

を
進
め
た
。

杉
や
檜
を
中

心
と
す
る
森

林
資
源
の
有

効
活
用
を
行

い
藩
の
財
源

に
充
て
た
。

和
紙
の
材
料

と
な
る
楮

こ
う
ぞ

栽

培
や
鰹
節
づ

く
り
も
奨
励

し
た
。
乱
伐
を
避
け
る
た
め
に
輪
伐
制
な
ど
も

導
入
し
た
。

　

身
分
に
と
ら
わ
れ
ず
郷ご

う

士し
（
農
業
従
事
の
下

層
武
士
）な
ど
を
登
用
し
藩
政
改
革
に
あ
た
ら

せ
た
。
藩
外
か
ら
も
植
物
、
魚
類
な
ど
を
輸
入

し
て
、
藩
内
で
の
育
成
に
努
め
た
。

　

さ
ら
に
は
、
捕
鯨
、
陶
器
、
養
蜂
な
ど
の
技

術
者
の
移
入
も
進
め
て
殖
産
興
業
に
取
り
組

み
、
専
売
制
の
強
化
な
ど
も
行
っ
た
。
一
連
の

殖
産
興
業
に
よ
り
、
藩
財
政
は
好
転
す
る
こ
と

に
な
る
。
一
方
で
、
過
酷
な
年
貢
の
取
り
立
て

や
華
美
贅
沢
の
禁
止
な
ど
に
よ
り
、
領
民
に
不

満
は
溜
り
逃
散
す
る
領
民
も
出
て
き
た
。

い
、
村
と
町
の
基
礎
づ
く
り
を
し
た
。
兵
庫
は

今
日
も〈
治
水
の
神
様
〉と
県
民
に
尊
崇
さ
れ

て
い
る
。

　

佐
賀
平
野
は
沖
へ
と
延
び
て
い
く
干
拓
地
を

持
っ
た
、
日
本
で
一
番
新
し
い
沖
積
平
野
で
あ

る
。
面
積
は
広
い
が
山
が
低
く
、
嘉か

瀬せ

川が
わ

と
筑

後
川
を
除
け
ば
集
水
面
積
の
広
い
河
川
が
少
な

い
の
で
、
川（
水
源
）と
平
野（
水
田
）の
均
衡

に
欠
け
て
い
る
。
そ
の
た
め
常
に
水
不
足
の
状

態
だ
っ
た
。
反
面
、
佐
賀
平
野
の
ほ
と
ん
ど
が

等
高
線
五
メ
ー
ト
ル
以
下
な
の
に
、
満
水
時
の

有
明
海
は
最
大
六
メ
ー
ト
ル
も
水
位
が
上
が

る
。
ひ
と
た
び
台
風
が
筑
後
川
上
流
に
大
雨
を

降
ら
し
、
そ
れ
に
有
明
海
の
満
潮
と
高
潮
な
ど

が
重
な
る
と
内
水
が
氾
濫
し
、
横
か
ら
は
筑
後

川
の
破
堤
に
よ
る
水
が
押
し
寄
せ
、
下
か
ら
は

満
潮
と
高
潮
と
い
う
三
重
苦
、
四
重
苦
の
状
態

に
陥
る
。

　

水
不
足
と
洪
水
に
耐
え
て
生
き
る
た
め
に
、

地
元
民
は
昔
か
ら
堀（
ク
リ
ー
ク
）を
め
ぐ
ら

せ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
平
野
部
の
川
は
み

に
蟄ち

っ
き
ょ居
し
た
。
門
を
閉
ざ
し
来
客
も
拒
み
読
書

三
昧
の
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
が
、
三
カ
月
後

に
吐
血
し
て
四
十
九
才
の
激
動
の
生
涯
を
終
え

た
。

　

彼
の
死
後
、
藩
政
壟
断
と
い
う
無
実
の
罪
へ

の
糾
弾
は
激
し
く
、
遺
族
ら
は
全
員
宿す

く

毛も

の
地

に
幽
閉
さ
れ
た
。
矢
来
に
囲
ま
れ
た
幽
閉
所
よ

り
一
歩
も
外
に
出
る
こ
と
が
許
さ
れ
ず
、
来
客

も
厳
し
い
検
問
を
経
ね
ば
面
会
を
許
さ
れ
な

か
っ
た
。

〈
治
水
の
神
様
〉、

佐
賀
藩
家
老
成
富
兵
庫

水
難
の
佐
賀
平
野

　

佐
賀
平
野
は
、
村
も
町
も
一
軒
一
軒
の
家

が
堀
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
成な

り
と
み富
兵ひ
ょ
う
ご庫
茂し
げ

安や
す

（
一
五
六
〇
―
一
六
三
四
）が
活
躍
す
る
以
前

の
水
利
用
は
、
各
地
ば
ら
ば
ら
で
、
し
か
も
干

ば
つ
と
洪
水
に
繰
り
返
し
悩
ま
さ
れ
る
水
難
の

地
だ
っ
た
。
兵
庫
は
、
遠
大
な
構
想
力
と
水
利

事
業
に
よ
っ
て
佐
賀
藩
の「
国
づ
く
り
」を
行

兼
山
罷
免
、
一
族
幽
閉

　

明
暦
二
年（
一
六
五
八
）、
藩
主
忠
義
が
隠
居

し
、
三
代
藩
主
に
忠
豊
が
就
く
。
兼
山
は
引
き

続
き
重
用
さ
れ
、
明
暦
三
年
に
は
忠
豊
と
と
も

に
江
戸
城
で
将
軍（
徳
川
家
綱
）に
拝
謁
す
る

栄
に
浴
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
兼
山
の
行
っ

た
事
業
は
時
に
労
役
の
厳
し
さ
か
ら
民
衆
の
反

発
を
買
い
、
儒
学
精
神
に
基
づ
い
た
峻
厳
さ
と

信
念
に
基
づ
き
確
信
に
満
ち
た
政
治
判
断
は
同

僚
で
あ
る
藩
政
幹
部
か
ら
の
抵
抗
や
嫉
妬
を
招

い
た
。
寛
文
三
年（
一
六
六
三
）、
兼
山
の
施
政

に
不
満
を
持
つ
孕

は
ら
み
い
し石
元も
と
ま
さ政
、
生
駒
木
工
な
ど
が

家
老
深
尾
出
羽
を
通
じ
て
忠
豊
に
弾
劾
状
を

提
出
し
た
。
郷
士
を
厚
遇
し
て
藩
士
の
困
窮
を

顧
み
ず
、
重
い
課
役
や
専
売
制
で
農
民
や
町
人

を
苦
し
め
た
と
の
批
判
が
列
記
さ
れ
た
。
忠
豊

は
、
叔
父
で
あ
る
伊
予
松
山
藩
主
松
平
定
行
と

相
談
の
う
え
兼
山
を
罷
免
し
た
。

　

失
脚
後
、
香
長
平
野
の
新
田
開
発
事
業
の
拠

点
と
し
て
構
え
た
山
田
中
野
の
別
宅「
明
夷
軒
」

な
小
さ
過
ぎ
る
の
で
洪
水
を
排
除
す
る
力
が
弱

く
破
堤
し
て
し
ま
う
。
洪
水
処
理
だ
け
を
考
え

て
川
幅
を
広
く
す
る
と
河
道
の
維
持
が
困
難
で

あ
る
だ
け
で
な
く
、
用
水
が
確
保
で
き
な
い
。

二
律
背
反
と
も
い
え
る
そ
の
根
本
的
な
解
決
に

は
成
富
兵
庫
の
登
場
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。

激
動
の
時
代
と
そ
の
生
涯

　

成
富
兵
庫
は
永
禄
三
年（
一
五
六
○
）、
現
在

の
佐
賀
市
鍋
島
町
増
田
に
生
ま
れ
た
。
父
信
種

は
竜

り
ゅ
う

造ぞ
う

寺じ

隆た
か
の
ぶ信
の
鑓や
り
が
し
ら頭の
一
人
と
し
て
、
武
勇

と
能
弁
加
え
て
土
木
巧
者（
土
木
技
術
者
）で

知
ら
れ
て
い
た
。
天
正
三
年（
一
五
七
五
）か
ら

の
杵き

島し
ま

郡
須す

古こ

城
普
請
は
、
隆
信
の
命
令
に
よ

り
彼
が
成
し
遂
げ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
舟

野
堤（
嘉
瀬
川
溜
池
）
も
築
い
た
。
佐
賀
城
の

総そ
う

曲く
る

輪わ
（
城
内
設
計
）や
牛
島
手
繰
の
土
手（
十

間
川
清
心
院
か
ら
牛
島
天
満
宮
間
）も
彼
の
手

に
な
っ
た
も
の
で
、
彼
が
松
を
植
え
た
と
さ
れ

る
。

手結港（高知県香南市）

山田堰跡（高知県香美市）
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兵
庫
が
佐
賀
で
行
っ
た
事
業
は
、
直
接
的
に

は
藩
の
収
入
確
保
の
た
め
の
既
耕
地（
田
畑
）

の
安
定
と
、
新
田
開
発
を
目
的
と
す
る
も
の

だ
っ
た
。
同
時
に
土
地
と
人
民（
百
姓
、
町
人
）

を
把
握
し
、
一
国
圏
と
し
て
の
城
下
計
画
と
村

落
支
配
計
画
に
よ
っ
て
、
領
地
経
営
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
し
た
。
だ
が
財
政
難
と
、
本
藩
と

支
藩
と
の
組
織
が
不
明
確
な
政
治
事
情
に
よ
っ

て
、
水
利
事
業
に
は
限
界
が
あ
っ
た
。

◇

　

成
富
兵
庫
が
活
躍
し
た
の
は
、
天
正
四
年

（
一
五
七
六
）織
田
信
長
が
安
土
城
を
構
築
し

始
め
た
こ
ろ（
こ
の
年
兵
庫
は
十
七
歳
で
初
陣

の
功
を
立
て
た
）か
ら
、
徳
川
家
康
の
江
戸
城

修
築
が
完
成
し
た
寛
永
十
七
年（
一
六
四
○
）

頃
ま
で
の
約
六
十
年
間
で
、
近
世
城
下
町
の
形

成
期
に
当
た
る
。（
兵
庫
は
三
十
歳
代
か
ら
十

年
間
余
り
、
秀
吉
と
家
康
の
軍
役
奉
公
に
終
始

し
、
多
く
の
軍
役
土
木
事
業
に
参
加
し
た
。
土

木
工
事
を
貫
い
て
い
る
領
国
経
営
の
理
念
と

水
利
事
業
の
在
り
方
を
学
ん
だ
と
見
ら
れ
る
。

水
利
事
業
の
業
績

　

兵
庫
は
こ
れ
ら
の
悪
条
件
下
で
水
利
事
業
を

取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。
佐
賀
藩
祖
鍋
島
直

茂
は
、
慶
長
十
六
年（
一
六
一
一
）
に
佐
賀
城

（
亀
甲
城
）
を
完
成
さ
せ
た
。
城
に
は
幅
四
十

間（
約
七
十
二
メ
ー
ト
ル
）の
城
堀
を
四
角
形

に
掘
り
め
ぐ
ら
し
、
そ
の
東
南
に
天
守
閣
を
築

い
た
。
城
下
町
の
防
衛
と
生
活
用
水
、
周
辺
の

穀
倉
地
帯
の
灌
漑
用
水
に
対
す
る
計
画
を
急
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
近
世
城
下
町

の
構
築
期
に
当
た
っ
て
、
藩
の
水
の
制
度
を
整

え
た
の
が
重
臣
成
富
兵
庫
だ
っ
た
。
兵
庫
に
期

待
さ
れ
た
こ
と
を
要
約
す
る
と
、
①
洪
水
常
襲

地
の
水
害
防
止
、
②
平
野
中
央
部
の
水
不
足
地

帯
の
解
消
、
③
開
墾
・
開
拓
地
の
拡
充
、
④
河

川
水
の
及
ば
な
い
地
域
で
の
た
め
池
造
成
だ
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ど
ん
な
水
路
や
水
利
施

設
を
造
っ
て
も
水
不
足
は
免
れ
な
い
。
そ
こ
で

時
間
に
よ
っ
て
水
の
配
分
を
す
る
た
め
の
時
間

割
を
決
め
た
。

肥
後
藩
主
加
藤
清
正
が
兵
庫
の
才
能
を
讃
え
、

一
万
石
を
給
す
る
か
ら
肥
後
に
来
て
欲
し
い
と

頼
ん
だ
と
い
う
逸
話
も
残
さ
れ
て
い
る
）。

　

治
水
事
業
に
乗
り
出
し
た
元
和
元
年（
一
六

一
五
）頃（
五
十
五
歳
前
後
）で
、
彼
の
前
に
広

が
っ
て
い
た
佐
賀
平
野
の
姿
は
以
下
の
よ
う
な

も
の
だ
っ
た
。

①
筑
後
川
は
洪
水
の
た
び
ご
と
に
溢
れ
出
て
い

た
。
だ
が
幸
い
な
こ
と
に
筑
後
川
か
ら
溢
れ
出

た
洪
水
は
再
び
筑
後
川
に
返
る
性
質
の
も
の

だ
っ
た
。

②
北
山
か
ら
流
れ
出
る
川
に
は
、
堤
防
は
な

か
っ
た
。
川
は
洪
水
の
た
び
ご
と
に
佐
賀
平
野

を
乱
流
し
、
あ
る
時
は
左
、
あ
る
時
に
は
右
に

流
れ
て
海
に
注
い
で
い
た
。

③
古
く
は
主
流
で
あ
っ
て
今
は
支
流
に
変
わ
っ

て
い
る
旧
河
道
は
絶
好
の
用
水
源
に
な
る
。

④
中
世
封
建
的
村
落
の
伝
統
を
受
け
継
い
で
、

勝
手
気
ま
ま
な
水
の
使
い
方
を
し
て
い
る
村
が

大
半
だ
っ
た
。

械
力
に
替
わ
っ
た
こ
と
や
木
造
り
の
樋
管
が
石

造
り
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
化
さ
れ
た
こ
と
、
干
拓

地
の
地
下
水
利
用
な
ど
だ
け
だ
。
先
駆
者
の
兵

庫
が
い
か
に
不
世
出
の
土
木
技
術
者
で
あ
っ
た

か
が
わ
か
る
。

　

兵
庫
の
業
績
は
細
か
い
も
の
ま
で
合
わ
せ

る
と
百
を
越
え
る
と
い
う
。
こ
と
水
に
関
し
て

は
、
佐
賀
藩
領
下
で
は
彼
の
配
慮
の
及
ば
ぬ
も

の
は
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
兵
庫
の
工
法
に

は
、
信し

ん
げ
ん
づ
つ
み

玄
堤
な
ど
の
甲
州
流
、
利
根
川
を
制
御

し
た
関
東
流（
伊
那
流
）、
淀
川
治
水
の
上
方
流

な
ど
場
所
場
所
に
応
じ
て
、
幾
つ
も
の
流
派
を

併
用
し
た
と
さ
れ
る
。

　

兵
庫
の
代
表
的
な
業
績
と
言
わ
れ
る
嘉
瀬

川
の
石
井
樋
は
、
城
下
町
用
水
と
し
て
の
役
割

が
第
一
で
あ
っ
た
が
、
彼
の
工
法
の
巧
み
さ
が

嘉
瀬
川
そ
の
も
の
の
流
れ
を
安
定
さ
せ
、
石
井

樋
以
外
の
十
三
ヵ
所
の
取
水
も
可
能
と
な
る
な

ど
、後
世
に
い
た
る
ま
で
、佐
賀
平
野
に
限
り
な

い
恩
恵
を
与
え
続
け
て
き
た
。
石
井
樋
は
、
近

代
工
事
に
よ
っ
て
役
割
を
終
え
る
昭
和
時
代
ま

で
、
実
に
三
百
三
十
三
年
間
、
現
役
で
あ
り
続

け
た
。
成
富
兵
庫
は
寛
永
十
一
年（
一
六
三
四
）

七
十
四
歳
で
他
界
し
た
。
墓
は
佐
賀
市
長
瀬
町

の
本
行
寺
と
佐
賀
郡
大
和
町
尼に

い

寺じ

に
あ
る
。

参
考
文
献
…
高
知
県
・
佐
賀
県
の『
県
史
』、
大
原
富
枝『
婉

と
い
う
女
』。
国
土
交
通
省
・
農
林
水
産
省

関
連
資
料
、『
人
づ
く
り
風
土
記
』（
高
知
県
、

佐
賀
県
）。

　

兵
庫
の
水
利
事
業
の
主
な
も
の
を
列
挙
す

る
。
①
筑
後
川
の
洪
水
防
御（
千
栗
土
居
の
築

堤
と
安や

す

良ら

川
の
開
発
）、
②
有
明
海
の
干
拓
の

前
提
と
し
て
の
沿
岸
事
業（
五
千
間
土
居
の
築

堤
）、
③
洪
積
層
台
地（
中
原
、
三
田
川
台
地
）

に
水
を
引
く（
蓑み

の
ば
る原
水
道
な
ど
）、
④
流
域
外
に

水
を
引
く（
横
落
水
路
、
市
ノ
江
水
路
な
ど
）、

⑤
水
路
を
復
旧
し
て
荒
野
を
拓
く（
羽
佐
間
水

道
、
大
日
堰
な
ど
）、
⑥
嘉
瀬
川
の
洪
水
防
止
事

業（
石い

し

井い

樋び

）、
⑦
溜
池
づ
く
り（
永
池
溜
池
、

日
尺
池
な
ど
）、⑧
上
流
に
遊
水
地
を
置
き
水
害

を
避
け
る（
牛
津
川
の
横
堰
、
巨こ

勢せ

川
上
流
の

右
岸
遊
水
地
な
ど
）、
⑨
水
源
強
化（
流
路
を
変

更
し
福
岡
領
に
落
ち
る
水
を
田
手
川
に
送
る
蛤

は
ま
ぐ
り

水
道
の
建
設
）、⑩
佐
賀
江
に
み
ら
れ
る
独
特
の

治
水
…
。

◇

　

彼
が
成
し
遂
げ
た
佐
賀
平
野
の
水
利
体
系

は
、
藩
政
時
代
は
も
と
よ
り
、
明
治
以
降
も
ほ

と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。
変
わ
っ
た
こ
と
と

い
え
ば
、
ク
リ
ー
ク
の
揚
水
が
踏
み
車
か
ら
機

嘉瀬川本流を堰止める
石井樋の大井出堰（佐賀県佐賀市）

成富兵庫茂安の墓
（佐賀県佐賀市本行寺）
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　暑
い
夏
、
八
月
は
一
年
で
水
の
使
用
量
が
も
っ
と
も
増
え
る
月
で
す
。

　そ
の
最
初
の
一
日
（
八
月
一
日
）
は
「
水
の
日
」、
八
月
一
日
〜
七
日

は
「
水
の
週
間
」
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
水
の
日
・
水
の
週
間
に
は
、

水
の
貴
重
さ
や
大
切
さ
を
考
え
る
た
め
の
様
々
な
行
事
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
特
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
展
開
に
力
を
入
れ
、
新
た
な

イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　８月２日、水の日の記念行事として「水を考えるつど
い」が開催されました。今年度は、新型コロナウイルス
感染拡大防止の観点から、参加人数を制限しての実
施となりました。
　当日は、全日本中学生水の作文コンクールのWEBで
の受賞者表彰式や、アルピニストの野口健さんによる
講演、「世界の水から日本の水を考える」と題したパネ
ルディスカッションが行われました。

　ミス日本水の天使の嶺百花さんが、水に
関する施設を訪れ紹介する動画シリーズ。第
一弾は、群馬県と埼玉県にまたがる下久保
ダムを訪れました。第二弾以降も予定されて
いますのでお楽しみに！

　中学生を対象に、「水について考える」
をテーマとし開催している作文コンクー
ル。P16・P17で
今年度の最優秀
賞と水資源機構
理事長賞の作品
をご紹介してい
ます。

　中学生を対象に、「水について考える」

全日本中学生
水の作文コンクール
全日本中学生

水の作文コンクール水のオンライン
ミュージアム
水のオンライン
ミュージアム

水を考えるつどい水を考えるつどい

　子どもたちに水の重要性や水循
環について理解と関心を深めてもら
うための、初のオンラインイベント
「水の循環とわたしたち～水の
ミュージアムオンライン」を開催しま
した。このイベントでは、動画や漫画
を通して水について学んでもらい、
クイズに解答すると抽選で景品が
あたるキャンペーンを実施しました。

　子どもたちに水の重要性や水循
環について理解と関心を深めてもら
うための、初のオンラインイベント
「水の循環とわたしたち～水の
ミュージアムオンライン」を開催しま
した。このイベントでは、動画や漫画
を通して水について学んでもらい、
クイズに解答すると抽選で景品が
あたるキャンペーンを実施しました。

をテーマとし開催している作文コンクー
ル。P16・P17で
今年度の最優秀
賞と水資源機構
理事長賞の作品
をご紹介してい

ト
ピ
ッ
ク
ス

未
来
へ
う
け
つ
ご
う

日
本
の
き
れ
い
な
水

こ
ち
ら
か
ら

シリーズ
「水の恵み」
シリーズ

「水の恵み」

　「水とのふれあいフォトコンテスト」は、「水とのふれあ
い」をテーマとした写真作品を通じて、水資源の有限性
や水の貴重さ、水資源開発の重要性を訴える「水の日・
水の週間」の「顔」ともいえる行事です。 グランプリ、優
秀賞、特別賞、特選、入選、佳作、計30点に賞が与えられ
ます。平成28年度からは
SNS版もスタートし、よりご
参加しやすいようになって
います。
　P22・P23にて今年度の
入賞作品を紹介しておりま
すので、ぜひご覧ください。

水とのふれあい
フォトコンテスト
水とのふれあい
フォトコンテスト

国土交通省のYouTubeチャンネルから
ご覧いただけます。
国土交通省のYouTubeチャンネルから
ご覧いただけます。

最優秀賞受賞者の作文朗読
最優秀賞受賞者：宮崎県
延岡市立恒富中学校３年　永谷和希さん

こ
ち
ら
か
ら

第43回全日本中学生
水の作文コンクール アルピニスト　野口　健氏

こ
ち
ら
か
ら

基調講演
エベレストから見た
地球のこれから

こ
ち
ら
か
ら

パネルディスカッション
世界の水から
日本の水を考える

　ポスターには、2021ミス日本水の天
使・嶺百花さんと、昨年に続きポケット
モンスターのシャワーズが登場！
　今年のキャッチフレーズは、「未来へ
うけつごう  日本のきれいな水」です。

みねももか

SNS版もスタートし、よりご

　P22・P23にて今年度の
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こ
ち
ら
か
ら

第
四
十
三
回
全
日
本
中
学
生
水
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

　
私
は
将
来
、
和
牛
繁
殖
農
家
に
な
ろ
う
と
思
っ
て
い

る
。
繁
殖
農
家
の
仕
事
は
母
牛
の
世
話
を
し
て
、
良
い

子
牛
を
産
ま
せ
市
場
に
出
荷
す
る
こ
と
だ
。
良
い
和
牛

を
育
て
、
和
牛
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
こ
と
、

品
評
会
に
参
加
し
て
良
い
成
績
を
取
る
こ
と
も
私
の
夢

で
あ
る
。
私
が
こ
の
様
に
考
え
る
の
は
、
祖
父
の
影
響

が
大
き
い
。
私
の
家
は
、
稲
作
と
和
牛
の
繁
殖
農
家
を

し
て
い
て
、
現
在
も
五
頭
の
母
牛
と
三
頭
の
子
牛
を
飼

育
し
て
い
る
。
私
自
身
も
幼
い
こ
ろ
か
ら
祖
父
の
手
伝

い
を
し
て
き
た
。
祖
父
の
育
て
た
子
牛
は
百
万
円
以
上

の
値
を
つ
け
た
こ
と
も
あ
り
、
い
つ
か
祖
父
を
超
え
る

繁
殖
農
家
に
な
る
こ
と
が
私
の
目
標
で
あ
る
。
良
い
牛

を
育
て
る
た
め
に
大
切
な
の
は
、
日
々
の
餌
や
り
、
手

入
れ
、
良
い
健
康
状
態
を
保
つ
こ
と
だ
と
思
っ
て
い

る
。
私
の
家
で
は
、
地
下
四
十
三
メ
ー
ト
ル
か
ら
地
下

水
を
引
き
、
除
去
装
置
を
使
っ
て
ろ
過
し
た
軟
水
を
、

家
族
も
牛
も
飲
ん
で
い
る
。
こ
の
水
と
、
そ
れ
を
利
用

し
て
育
て
た
米
や
野
菜
の
お
陰
か
、
私
自
身
も
大
変
健

康
で
、
小
学
校
・
中
学
校
を
通
し
て
、
無
遅
刻
、
無
欠

席
で
過
ご
せ
て
い
る
。
人
間
同
様
、
牛
に
と
っ
て
も
、

良
い
水
と
安
全
な
餌
が
大
切
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
特
に
、
牛
は
し
ゃ
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
、

人
間
が
良
い
水
と
餌
を
選
ん
で
与
え
る
こ
と
が
大
切
に

私
の
夢
と
大
切
な
水

宮
崎
県

　延
岡
市
立
恒
富
中
学
校
三
年

　永
谷

　和
希

「第43回全日本中学生水の作文コンクール」で表彰された方々については、
国土交通省ウェブサイトでご覧になれます。
https://www.mlit.go.jp/mizukokudo/mizsei/tochimizushigen_mizsei_tk1_000010.html

「第43回全日本中学生水の作文コンクール」で表彰された方々については、
国土交通省ウェブサイトでご覧になれます。
https://www.mlit.go.jp/mizukokudo/mizsei/tochimizushigen_mizsei_tk1_000010.html

内
閣
総
理
大
臣
賞
（
最
優
秀
賞
）な

っ
て
く
る
。
牛
の
餌
は
牧
草
と
稲
わ
ら
だ
。
稲
わ
ら

は
、
も
ち
ろ
ん
田
植
え
を
し
て
米
を
育
て
、
収
穫
し
た

後
の
わ
ら
で
あ
る
。
米
や
牧
草
を
育
て
る
た
め
に
も
、

安
全
な
水
は
欠
か
せ
な
い
。
ま
た
、
日
光
や
雨
も
農
業

に
と
っ
て
は
必
要
不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
水

は
植
物
・
動
物
の
命
の
源
だ
と
思
う
。

　
水
の
循
環
に
つ
い
て
学
び
、
調
べ
て
み
る
と
、
地
球

上
の
水
の
総
量
は
、
お
よ
そ
四
十
億
年
前
か
ら
は
ほ
と

ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
。
日
本
は
豊
か
な
水
資

源
に
恵
ま
れ
て
い
て
、
蛇
口
を
開
け
ば
安
全
な
水
が
出

て
く
る
こ
と
が
当
た
り
前
だ
が
、
こ
れ
は
決
し
て
世
界

の
常
識
で
は
な
い
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
日
本

人
は
飲
食
・
入
浴
・
洗
濯
・
水
洗
ト
イ
レ
な
ど
で
、
一

人
当
た
り
一
日
約
二
百
九
十
リ
ッ
ト
ル
も
の
水
を
使
っ

て
い
る
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
世
界
で
は
約
七

億
人
の
人
々
が
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
最
低
限
の
三

リ
ッ
ト
ル
の
水
す
ら
手
に
入
ら
ず
苦
し
ん
で
い
る
と
い

う
。
さ
ら
に
調
べ
る
と
、
実
は
、
日
本
は
国
土
が
狭
く

人
口
が
多
い
た
め
、
国
民
一
人
当
た
り
の
水
資
源
量
は

世
界
平
均
の
二
分
の
一
程
度
し
か
な
か
っ
た
。
こ
の
現

実
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、
私
た
ち
は
、
水
の
大
切
さ

を
も
う
一
度
考
え
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
無
駄
を

は
ぶ
く
意
識
も
し
っ
か
り
持
っ
て
生
活
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
う
。
私
た
ち
が
使
っ
た
水
が
循
環
し
、
世

界
の
ど
こ
か
の
人
の
た
め
の
水
に
な
る
と
思
う
と
、
水

を
き
れ
い
な
状
態
で
循
環
さ
せ
る
こ
と
も
考
え
な
け
れ

ば
い
け
な
い
だ
ろ
う
。

　
私
の
通
う
学
校
で
は
、
通
学
中
の
ご
み
拾
い
運
動
を

行
っ
て
い
る
。
小
さ
な
活
動
だ
が
、
も
し
日
本
中
の
中

学
生
が
こ
の
活
動
を
し
て
、
一
人
一
つ
の
ご
み
を
拾
う

だ
け
で
も
、
一
日
約
三
百
二
十
二
万
個
の
ご
み
が
な
く

な
る
こ
と
に
な
る
。
毎
日
行
え
ば
、
そ
の
三
百
六
十
五

倍
だ
。
小
さ
な
活
動
も
、
決
し
て
小
さ
な
こ
と
で
は
な

く
な
る
と
思
う
。
歯
磨
き
の
時
に
水
を
流
し
っ
ぱ
な
し

に
し
な
い
こ
と
も
同
じ
だ
ろ
う
。
日
本
中
の
家
庭
が
、

生
活
用
水
の
節
水
を
行
っ
た
り
、
生
活
排
水
を
少
し
で

も
減
ら
し
、
き
れ
い
に
す
る
努
力
を
行
っ
た
り
す
る
こ

と
の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
今
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
減
量
が
進
め
ら
れ
、
私
た
ち
中

学
生
で
も
買
い
物
に
マ
イ
バ
ッ
ク
を
持
参
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
水
を
守
る
た
め
に
は
、
水
だ
け
で
な
く
、
空

気
や
土
壌
も
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
自

然
環
境
の
す
べ
て
が
連
鎖
し
て
い
る
か
ら
だ
。

　
和
牛
繁
殖
農
家
に
な
る
と
い
う
夢
の
実
現
の
た
め
に

も
、
私
は
環
境
問
題
に
興
味
を
持
ち
続
け
、
水
を
守
る

た
め
に
自
分
に
で
き
る
小
さ
な
こ
と
を
や
り
続
け
よ
う

と
思
っ
て
い
る
。
将
来
、
私
が
育
て
る
牛
も
、
お
い
し

い
井
戸
水
で
健
康
に
育
っ
て
ほ
し
い
。
五
年
に
一
度
の

和
牛
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
前
回
は
鹿
児
島
県
に
総
合
優

勝
を
奪
わ
れ
た
が
、
「
宮
崎
牛
」
が
ず
っ
と
日
本
一
を

守
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
。

　
夕
方
放
送
さ
れ
る
地
方
の
ニュ
ー
ス
番
組
で
も
、今

年
は
連
日
コ
ロ
ナ
関
連
の
報
道
が
中
心
だ
。し
か
し
、

私
の
住
む
香
川
県
で
は
例
年
こ
の
時
期
に
は
、天
気

予
報
と
セ
ッ
ト
で「
早
明
浦
ダ
ム
の
貯
水
率
」の
ニュ
ー

ス
が
毎
日
伝
え
ら
れ
て
い
た
。

　
こ
れ
以
上
貯
水
率
が
下
が
れ
ば
、取
水
制
限
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
報
道
さ
れ
る
ほ
ど
、ダ
ム
の
水

が
枯
渇
し
た
年
も
あ
っ
た
。ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
に
行
け

ば
、渇
水
対
策
と
し
て
、蛇
口
に
つ
け
る
節
水
グ
ッ
ズ

や
雨
水
の
利
用
商
品
が
陳
列
さ
れ
て
お
り
、市
役
所

の
入
口
に
は「
節
水
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
」と
い
う
横

断
幕
ま
で
あ
っ
た
。香
川
県
の
水
不
足
は
、こ
こ
数
年

で
急
に
お
き
は
じ
め
た
も
の
で
は
な
く
、香
川
県
民

の
水
と
の
戦
い
は
は
る
か
昔
か
ら
続
い
て
い
る
。

　
日
本
で一番
面
積
が
小
さ
い
香
川
県
は
、た
め
池
が

一
万
二
千
以
上
あ
り
日
本
で
三
番
目
に
多
い
。温
暖

な
瀬
戸
内
海
気
候
は
年
間
の
降
水
量
が
と
て
も
少

な
く
、地
理
的
に
も
大
き
な
河
川
が
な
い
た
め
、慢

性
的
な
水
不
足
に
み
ま
わ
れ
て
き
た
。こ
の
深
刻
な

水
不
足
を
ど
う
に
か
解
消
し
よ
う
と
、昔
の
人
は
県

内
各
地
に
た
め
池
を
築
き
水
の
確
保
に
力
を
注
い
で

き
た
。そ
れ
で
も
、水
不
足
に
陥
っ
た
と
き
は
、神
頼

み
を
す
る
し
か
な
か
っ
た
。讃
岐
の
国
司
を
務
め
て
い

た
菅
原
道
真
公
が
、民
の
苦
し
む
姿
を
み
て
、自
ら

四
国
四
県
、友
情
の
水

香
川
県

　香
川
大
学
教
育
学
部
附
属
高
松
中
学
校
三
年

　溝
口

　真
央

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
理
事
長
賞
（
優
秀
賞
）

身
を
捧
げ
て
祈
願
し
た
と
こ
ろ
、待
望
の
雨
が
三
日

三
晩
降
り
続
い
た
と
い
う
の
は
有
名
な
話
で
あ
る
。

慈
雨
に
喜
ぶ
民
は
、そ
の
歓
喜
と
道
真
公
へ
の
感
謝

を
踊
り
で
示
し
た
。そ
の
雨
乞
い
の
念
仏
踊
り
が
今

も
な
お
、五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
も
の
と
し
て
、地

元
の
滝
宮
天
満
宮
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、雨
乞
い
だ
け
に
頼
っ
て
き
た
わ
け
で
は

な
い
。土
木
の
技
術
を
集
結
し
て
、雨
が
多
く
降
る

他
県
か
ら
水
を
ひ
い
て
く
る
香
川
用
水
を
建
設
し

た
。田
植
え
の
時
期
に
な
る
と
、ご
う
ご
う
と
音
を
た

て
て
流
れ
る
水
を
怖
い
と
さ
え
思
う
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
水
は
、は
る
か
か
な
た
高
知
県
の
早
明
浦
ダ
ム

か
ら
流
れ
出
て
、吉
野
川
を
下
り
、讃
岐
山
脈
を
貫

く
ト
ン
ネ
ル
を
通
り
、は
る
ば
る
香
川
ま
で
運
ば
れ

て
き
て
い
る
。そ
し
て
、私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な

い
、水
道
用
水・工
業
用
水・農
業
用
水
と
し
て
日
々

使
わ
れ
て
い
る
。香
川
用
水
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
調
べ

る
と「
讃
岐
の
大
動
脈
」と
言
わ
れ
る
理
由
に
気
づ

か
さ
れ
た
。

　
祖
父
が
行
う
米
作
り
で
は
、五
月
か
ら
九
月
に
か

け
て
集
中
的
に
多
く
の
水
を
使
用
し
て
い
る
。五
月

の
連
休
前
に
は
、田
植
え
の
準
備
の
た
め
に
代
か
き

を
行
う
が
、そ
の
際
は
田
ん
ぼ一
面
に
な
み
な
み
と
水

が
張
ら
れ
る
。香
川
用
水
か
ら
分
か
れ
た
水
路
に
水

を
引
き
込
み
、田
ん
ぼ
と
の
境
に
祖
父
が
手
作
り
し

た
せ
き
板
を
差
し
込
む
と
、水
は
勢
い
よ
く
田
ん
ぼ

の
中
へ
と
流
れ
て
い
く
。ま
だ
小
さ
か
っ
た
頃
、祖
父

に
つ
い
て
田
ん
ぼ
に
行
き
、せ
き
止
め
ら
れ
た
水
路
に

裸
足
で
入
り
、膝
下
ま
で
流
れ
る
冷
た
い
水
を
弟
と

か
け
あ
っ
て
遊
ん
だ
こ
と
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。祖

父
の
田
ん
ぼ
に
水
が
た
ま
る
と
、弟
と
二
人
で
協
力

し
て
そ
の
栓
を
外
し
、お
隣
さ
ん
の
田
ん
ぼ
に
水
が

流
れ
て
い
く
よ
う
に
し
て
い
た
。上
流
の
田
ん
ぼ
か
ら

だ
ん
だ
ん
と
下
流
の
田
ん
ぼ
へ
、効
率
よ
く
水
を
ま
わ

し
て
い
く
こ
と
で
、水
を
無
駄
に
し
な
い
工
夫
が
さ
れ

て
い
た
。す
ぐ
に
田
ん
ぼ
に
水
を
引
け
る
有
難
さ
、偉

人
の
技
術
の
す
ば
ら
し
さ
、そ
し
て
な
に
よ
り
水
の

大
切
さ
を
実
感
し
た
。

　
私
た
ち
が
あ
た
り
ま
え
に
食
べ
て
い
る
米
や
野
菜

の
成
長
に
は
水
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。水
が
な
け

れ
ば
食
卓
ま
で
届
く
こ
と
は
な
い
。蛇
口
を
ひ
ね
れ

ば
水
は
い
つ
で
も・い
く
ら
で
も
出
て
く
る
の
で
、私
た

ち
は
水
を
使
い
放
題
の
よ
う
に
錯
覚
し
て
い
る
が
、水

は
枯
渇
す
る
可
能
性
が
あ
る
。水
も「
限
り
あ
る
大

切
な
資
源
」で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
生
活
し
た
い
。

な
に
よ
り
、香
川
用
水
に
流
れ
る
水
は
、周
り
の
県
か

ら
分
け
て
い
た
だ
い
た「
友
情
の
水
」で
あ
る
。一
滴
も

無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
大
切
に
活
用
し
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
感
じ
た
。食
卓
に
差
し
込
ん
で
く

る
夕
日
を
見
て
祖
母
が「
明
日
も
晴
れ
や
な
ぁ
」と

言
う
。祖
父
は
少
し
残
念
そ
う
に「
空
梅
雨
や
な
」

と
言
う
。そ
ん
な
日
常
を
見
て
、今
年
は
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
手
伝
え
な
か
っ
た
田
植
え
を
来
年
は
手
伝
お
う

か
な
と
思
っ
た
。
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帯

避
難
情
報
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
定

　

今
年
五
月
に
施
行
さ
れ
た「
避
難
情
報
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」。
二
〇
一
九
年
の
台
風
十
九
号

等
に
よ
る
災
害
の
経
験
を
踏
ま
え
て
改
定
さ
れ
ま

し
た
。
従
来
の
避
難
情
報
よ
り
わ
か
り
や
す
く
す

る
こ
と
で
、
逃
げ
遅
れ
が
な
い
よ
う
に
避
難
を
促

す
の
が
目
的
で
す
。
レ
ベ
ル
３
は「
高
齢
者
等
避
難
」

に
、
レ
ベ
ル
４
は「
避
難
指
示
」
と
な
り
、
従
来
の

避
難
準
備
、
避
難
勧
告
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
レ
ベ
ル
５
の「
緊
急
安
全
確
保
」
と
い
う
名
称
へ

の
変
更
。
レ
ベ
ル
５
が
発
表
さ
れ
た
場
合
、
自
宅
や

近
隣
の
頑
丈
な
建
物
な
ど
で
き
る
だ
け
身
近
で
安

全
な
場
所
を「
確
保
」す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
の
豪
雨
で
は
、
七
日
に
松
江
市
、
八
日
に
鳥

取
市
、
十
二
日
に
は
雲
南
市
と
飯
南
町（
島
根
県
）

に
い
ず
れ
も
運
用
後
初
め
て
と
な
る
警
戒
レ
ベ
ル

５
・
緊
急
避
難
確
保
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
特
に

十
二
日
に
発
表
さ
れ
た
際
に
は
、
幹
線
道
路
と
な

る
国
道
が
冠
水
に
よ
っ
て
通
行
止
め
と
な
っ
た
ほ

か
、
土
砂
災
害
が
多
発
し
道
路
が
寸
断
さ
れ
た
こ

と
で
孤
立
集
落
も
発
生
し
ま
し
た
。

　

住
民
に
と
っ
て
は
、「
レ
ベ
ル
５
」の
前
の「
レ
ベ

ル
４
」発
表
ま
で
に
避
難
行
動
を
と
れ
た
か
ど
う
か

が
重
要
で
し
た
が
、
未
明
か
ら
早
朝
に
か
け
て
急

激
に
雨
雲
が
発
達
し
大
雨
と
な
っ
た
だ
け
に
、「
こ

の
段
階
で
逃
げ
る
の
は
危
険
と
判
断
」
し
て「
自
宅

の
安
全
な
場
所
で
避
難
し
た
」
と
い
う
声
も
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
行
動
の
原
点
と
な
っ
た
の
が
過
去
の
災
害

の
記
憶
で
す
。

過
去
に
も
多
く
の
災
害

　

島
根
県
で
は
幾
度
と
な
く
豪
雨
災
害
に
見
舞
わ

れ
ま
し
た
。
主
な
も
の
は
、
一
九
七
二
年
豪
雨（
死

者
二
十
六
人
）、
一
九
八
三
年
豪
雨（
死
者
・
行
方

不
明
者
二
〇
七
人
）、
近
年
で
も
二
〇
〇
六
年
豪
雨

（
死
者
・
行
方
不
明
者
五
人
）、
二
〇
一
七
年
島
根

県
西
部
豪
雨（
初
の
大
雨
特
別
警
報
）、
二
〇
一
八

年
西
日
本
豪
雨
、二
〇
二
〇
年
豪
雨（
江
の
川
氾
濫
）

な
ど
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
大
規
模
な

土
砂
災
害
、
浸
水
被
害
と
な
り
、
こ
う
し
た
過
去
の

災
害
の
記
憶
が
刻
ま
れ
て
い
る
住
民
が
、
気
象
情

報
に
加
え
過
去
の
教
訓
も
生
か
し
て
避
難
行
動
を

と
っ
た
こ
と
で
、
人
的
被
害
を
免
れ
ま
し
た
。
ま
た

過
去
の
豪
雨
被
害
を
機
に
計
画
さ
れ
た
斐
伊
川
・

神
戸
川
治
水
事
業
で
、
今
回
は
上
流
の
ダ
ム
、
中
流

部
の
放
水
路
の
効
果
で
下
流
の
水
位
を
低
減
さ
せ

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。（
国
土
交
通
省
出

雲
河
川
事
務
所
）

　

過
去
の
経
験
と
最
新
の
気
象
予
報
・
技
術
、災
害

に
強
い
環
境
整
備
と
い
う
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
を
組
み

合
わ
せ
た
防
災
対
策
を
進
め
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

季
節
が
夏
か
ら
秋
に
移
り
変
わ
る
中
、
気
を
付

け
た
い
の
が
秋
雨
前
線
や
台
風
に
よ
る
被
害
で
す
。

今
年
は
梅
雨
前
線
に
よ
る
大
雨
で
、
静
岡
県
熱
海

市
で
大
規
模
土
砂
災
害
が
発
生
し
被
害
を
も
た
ら

し
た
ほ
か
、
島
根
県
と
鳥
取
県
で
も
七
月
七
日
か

ら
十
二
日
に
か
け
て
豪
雨
と
な
り
、
広
い
範
囲
で

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
七
日
の
豪
雨

は
線
状
降
水
帯
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

顕
著
な
大
雨
に
関
す
る
情
報

　

気
象
庁
が
今
年
六
月
か
ら
運
用
を
開
始
し
た「
顕

著
な
大
雨
に
関
す
る
情
報
」。
線
状
降
水
帯
に
よ

る
土
砂
災
害
や
洪
水
災
害
の
危
険
度
が
急
激
に
高

ま
っ
た
場
合
に
発
表
す
る
情
報
で
、
七
月
七
日
に

島
根
県
と
鳥
取
県
に
運
用
開
始
後
で
は
初
め
て
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
梅
雨
前
線
が
山
陰
沖
に
停
滞
し

て
発
達
し
た
雨
雲
が
発
生
し
た
こ
と
で
、
記
録
的

な
雨
量
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
梅
雨
明
け
発
表

前
日
の
十
二
日
に
も
島
根
県
東
部
と
鳥
取
県
西
部

に
非
常
に
発
達
し
た
雨
雲
が
か
か
り
豪
雨
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
間
の
総
降
水
量
は
、
島
根
県
東
部
を
中
心

に
四
百
ミ
リ
を
超
え
、
七
月
の
月
降
水
量
平
年
値

の
二
倍
を
超
え
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
床
上
・
床
下

浸
水
を
中
心
に
県
内
の
住
宅
被
害
は
約
三
百
五
十

棟
に
上
り
ま
し
た
。
ま
た
交
通
機
関
の
運
休
、
道
路

の
通
行
止
め
、
土
砂
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。（
被

害
状
況

：

十
四
日
現
在
・
島
根
県
ま
と
め
）

　

ま
た
鳥
取
県
で
も
総
降
水
量
は
境
港
市
で

五
百
二
十
ミ
リ
な
ど
を
観
測
。
七
月
の
月
降
水
量

平
年
値
の
二
倍
を
超
え
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
重

軽
傷
者
四
人
、
床
上
・
床
下
浸
水
な
ど
の
住
宅
被

害
約
二
百
七
十
棟
、
農
林
業
被
害
、
公
共
交
通
機

関
の
運
休
な
ど
が
発
生
し
ま
し
た
。（
被
害
状
況

：

十
三
日
現
在
鳥
取
県
ま
と
め
）

山
やま

根
ね

收
おさむ

　TSKさんいん中央テレビ　アナウンサー・
気象予報士　ニュースキャスターやスポー
ツ実況、番組ディレクターなど幅広い業務を
担当　島根県隠岐の島町出身　海に囲まれ
た離島の自然豊かな場所で生まれ育ち　動
植物などに興味・関心を抱きながら過ごす。
広島大学卒業後、地元・島根県の民放テレビ
局に入社　気象災害取材や中継などが気象
予報士取得の契機に。放送を通じて島根・鳥
取の豊かな自然の発信もめざす。

7月7日の天気図

7月7日　松江市出雲町7月12日　冠水した島根県雲南市

７月７日　島根県にかかった線状降水帯

7月7日　冠水した松江市７月７日　土砂が流入した線路（出雲市）

７月７日　増水した意宇川（松江市）

19 ● 水とともに　水がささえる豊かな社会 気象キャスターが解説！天気のミカタ ● 18



水
機
構
ニ
ュ
ー
ス

「
水
機
構
ニ
ュ
ー
ス
」で
は
、水
資
源
機
構
か
ら
の
最
新
ニ
ュ
ー
ス
を
中
心
に
、

水
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

Japan Water Agency News

　ふだんは入れない重機の運転席や、掘削
途中のトンネルなど、とても興味深い内容で、
ダムに関する知識をたくさん学ばせていただ
くことができました。
　今回ダムが建設されているところを見て、ダ
ムの工事の過程ではいろいろな作業があり、
たくさんの人がひとつひとつの工程を進めて
いくことが分かり、ぼくがダムを愛でることが
できるのもその人達の努力があってこそでき
るものなんだなと感じました。 　　　　（一部抜粋）

ダムサイト展望広場から、ダム建設現
場の壮大な景色を一望します

ダムの建設現場でしか見られない、
ド迫力の重機の前で記念にパチリ☆
特別に運転席にも乗ってもらいました！

南摩ダムに貯めた水を黒川、
大芦川に送る「送水路」の掘削
工事で使用するTBM（トンネル
ボーリングマシーン）

　テ
レ
ビ
朝
日
系
列
『
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
マ
ン
＆
芦
田

愛
菜
の
博
士
ち
ゃ
ん
』に
出
演
し
、
ダ
ム
へ
の
深
い
愛

と
知
識
を
披
露
し
て
話
題
と
な
っ
た
小
学
生
の
ダ
ム

博
士
・
新
野
央
果
君
が
、
南
摩
ダ
ム
な
ど
の
思
川
開

発
関
連
施
設
の
工
事
現
場
を
訪
れ
て
く
れ
ま
し
た
！

　当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、
ダ
ム
愛
の
溢

れ
る
楽
し
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

に
い  

の   

お
う
か

な
ん
ま

来訪後、央果君から
お手紙をいただきました！

●
思
川
開
発
建
設
所（
栃
木
県
鹿
沼
市
）

ダ
ム
博
士
ち
ゃ
ん
、よ
う
こ
そ
思
川
開
発
へ
！

ダ
ム
博
士
ち
ゃ
ん
、よ
う
こ
そ
思
川
開
発
へ
！

46トンダンプトラック前にて

職員の説明に真剣に聞き入る央果君

南摩ダムに貯めた水を黒川、

ダ
ム
博
士
ち
ゃ
ん
、よ
う
こ
そ
思
川
開
発
へ
！

　ふだんは入れない重機の運転席や、掘削
途中のトンネルなど、とても興味深い内容で、
ダムに関する知識をたくさん学ばせていただ

　今回ダムが建設されているところを見て、ダ
ムの工事の過程ではいろいろな作業があり、
たくさんの人がひとつひとつの工程を進めて
いくことが分かり、ぼくがダムを愛でることが
できるのもその人達の努力があってこそでき

 　　　　（一部抜粋）

場の壮大な景色を一望します

南摩ダムに貯めた水を黒川、
大芦川に送る「送水路」の掘削
工事で使用するTBM（トンネル
ボーリングマシーン）

来訪後、央果君から
お手紙をいただきました！

ダムサイト展望広場から、ダム建設現
場の壮大な景色を一望します

南摩ダムに貯めた水を黒川、

ダムサイト展望広場から、ダム建設現

　思川の支川南摩川に建設する南摩ダムで洪水調
節を行うとともに、思川の支川の黒川、大芦川と南摩
ダムを導水路で結び、水を融通しつつ効率的に水
資源開発を行う事業です。

思川開発事業の概要

TBM運転席に座る
央果君

ダムの建設現場でしか見られない、
ド迫力の重機の前で記念にパチリ☆
特別に運転席にも乗ってもらいました！

ダムを導水路で結び、水を融通しつつ効率的に水ダムを導水路で結び、水を融通しつつ効率的に水

利根川利根川
水 系水 系

P

大芦川取水放流工

黒川取水放流工

南摩川

荒井川

大芦川

黒川導水路

黒川 行川

取水・導水
補給

大芦川導水路

送水路南摩注水工

南摩ダム

南摩揚水機場
（ポンプ）
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「浜風」の説明に、納得。タイガース戦の楽しみが、一
つ増えました。人に話したくて、仕方がありません。
（気象キャスターが解説！天気のミカタ）（60代・男性）

北陸に住む私ではなかなか知り得ない関東圏の治
水利水の歴史が詳しくわかり、勉強になりました。伊
奈父子の歴史探訪へ出掛けてみようと思います。
（連載　江戸期の水の技術者　群像）　（40代・男性）

「ダムカード」が配布されていることは知っていまし
たが、「水の恵みカード」や「ダム地質カード」のよう
な配布物もあるなんて驚きました。「ダム地質カー
ド」に関しては、内容が専門的すぎて逆に気になり
ます（笑）。
（特集 集めて知ろう！水の恵み）　　　（20代・男性）

紙面がとても見やすく、また江戸時代の歴史的な内
容から現在の旬なダムカレーまでと、ふり幅の大き
な内容も楽しめました。地質技術者なる業務がある
ことも興味深かったです。　　　　　　（50代・女性）

麺家西陣は、ダムカレーとラーメンがコラボした新
感覚のお店。味にも興味はあるが、ダムをテーマに
した異業種の取り組みを今後もぜひ記事にとりあげ
てもらいたい。
（水機構ニュース）　　　　　　　（40代・男性）

身近に見沼地域があり生活に常に関わりがありま
す。利根川と荒川の２大水系を上手くコントロールし
ている、していこうとする技術には驚くばかりです。
（首都圏を支える武蔵水路）　　　　　（60代・女性）

　長く裏表紙を飾ってきた”水とのふれあいフォトコンテスト”の入賞作品ですが、「もっと
大きく見たい」「いつも癒されている」といった声を以前からいただいていたことから、今
号では見開きで大きく掲載してみました！グランプリのアザラシの表情、癒されますね…。
　さて、特集でご紹介した利根川河口堰は今年で 50 周年を迎えましたが、機構施設は今
年周年ラッシュ。次号でも周年を迎えた施設をご紹介する予定ですのでお楽しみに。

読者の皆様から寄せられた
「水とともに 2021・夏号」への

ご意見・ご感想を紹介します

読者の声

P4

表紙

P20栃木県：思川開発建設所
水機構ニュース

千葉県（右岸）
茨城県（左岸）
：利根川河口堰
特 集
利根川河口堰五十周年
～今昔物語～

21 ● 水とともに　水がささえる豊かな社会 水機構ニュース ● 20



第36回

入賞作品
“水とのふれあい”フォトコンテスト

中山　洋三

雨の水族館
（香川県高松市）

入 選

相羽　強

秋を楽しむ
（静岡県森町）

佳 作

中嶋　秀磨

瑞 し々いシャインマスカット
（自　宅）

入 選

西山　昌敏

錦繍の三保ダム
（神奈川県足柄上郡神尾田山北町）

グランプリ
国土交通
大臣賞

23 ● 水とともに　水がささえる豊かな社会 第36回  “水とのふれあい”フォトコンテスト 入賞作品 ● 22
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安全で良質な水を安定して安くお届けすること、
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　「ダムの働き」について解説した動

画を作成しました。この動画は、昨年

公開した「異常洪水時防災操作」や

「事前放流操作」について紹介した

『ダムの防災操作』の動画の前提と

なるものです。ダムによる洪水調節

の仕組みの基本をわかりやすく説明

しています。また、実際の例として、令

和２年７月豪雨の際の寺内ダム（福

岡県）の防災操作の効果を紹介して

います。

　本動画をご覧になった後に昨年

公開の動画をご覧いただくと、より内

容をご理解いただけると思います。

洪水時のダムの働き
～ダムの防災操作～

昨年公開した
『ダムの防災操作』

洪水時のダムの働き
～ダムの防災操作～
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